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六
月
九
日
（
日
）
、
東
京
都
内
の
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
三
十
六
回
全
日
教
連

定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
国
か
ら
約
百
八
十
名
が
集
い
、
島
教
協
か
ら

は
、
吉
田
会
長
、
倉
橋
全
日
教
連
執
行
委
員
の
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
来
賓
に
は
浮
島
智
子
文
部

科
学
副
大
臣
、
萩
生
田
光
一
衆
議
院
議
員
を
は
じ

め
、
多
数
の
国
会
議
員
、
関
係
各
位
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。 

 

郡
司
委
員
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
、
「
神
奈
川
県

川
崎
市
で
の
痛
ま
し
い
事
件
の
背
景
の
一
つ
と
さ 

 
 
 
 
 
 

れ
て
い
る
引
き
こ
も
り
の
問
題
は
大
き
な
社
会
問 

 
 
 
 
 
 

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
千
葉
県
野
田
市

で
の
虐
待
事
件
、
様
々
な
保
護
者
か
ら
の
過
度
な
要
求
な
ど
、
大
人
世
代
の
質
の
低
下
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
人
を
鑑
と
し
て
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
も
、
不
登
校
や
い
じ
め
問

題
の
悪
化
な
ど
の
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
数
年
後
に
は
大
人
に
な
る
子
ど
も
た
ち
に

は
、
美
し
い
日
本
人
の
心
を
育
む
教
育
を
日
々
地
道
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が

子
ど
も
た
ち
、
さ
ら
に
は
日
本
の
未
来
に
繋
が
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
働
き
方
改
革
を
成
し

遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
慣
習
を
見
直
し
、
何
で
も
引
き
受
け
る
学
校
か
ら

脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
心
身
と
も
に
健
康
で
、
し
っ
か
り
子
ど
も
と
向
き

合
え
る
よ
う
に
、
ま
た
、
豊
か
な
教
育
環
境
が
整
う
よ
う
に
、
全
日
教
連
は
文
科
省
、
国
会

議
員
、
関
係
機
関
に
声
を
届
け
議
論
を
深
め
て
い
く
。
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。 

会
員
か
ら
は
、
校
内
暴
力
や
い
じ
め
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

通
え
る
学
校
の
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
や
、
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担
任
制
の
あ
る

べ
き
姿
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
姿
に
つ
い
て
の
意
見
や
質
問
、
要
望
が
出
さ
れ
、
慎
重
審
議

が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

定
期
大
会
で
は
、
四
項
目
の
運
動
方
針
が
採
択
さ
れ
、
『
国
民
の
負

託
に
応
え
る
教
育
』
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

【
運
動
方
針
】 

一 

質
の
高
い
教
育
を
提
供
す
る
研
修
の
充
実 

二 

活
力
あ
る
教
育
環
境
の
整
備 

三 

子
供
を
取
り
巻
く
環
境
の
改
善 

四 

組
織
の
強
化
・
拡
大 

全
日
教
連 

第
三
十
六
回
定
期
大
会 

全日教連 郡司隆文委員長 

 あいさつ 

 

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
島
根 

開
催
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

向
け
て
の
御
協
力
の
お
願
い 

 

島
教
協
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
教

材
研
究
、
生
徒
指
導
、
部
活
動
等
、
忙
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。 

 

来
る
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）
、
出
雲
市
の
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

を
会
場
に
、
日
本
教
育
文
化
研
究
所
主
催
の
「
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

島
根
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
島
根
県
で
の
教
育
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成
二
十
一
年
度
以
来
十
年
ぶ
り
の
開
催
に
な
り
ま

す
。 

 

島
根
県
教
育
文
化
研
究
所
（
島
教
協
）
は
開
催
の
主
管
団
体
と
し

て
、
全
国
か
ら
二
百
名
の
お
客
様
を
迎
え
る
予
定
で
す
。
何
時
間
も

か
け
て
バ
ス
で
お
越
し
く
だ
さ
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。
島
根
に
は

行
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
楽
し
み
で
す
と
い
う
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
全
国
の
仲
間
に
、
島
根
に
来
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

で
き
る
だ
け
多
く
の
島
教
協
会
員
で
全
国
の
仲
間
を
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
前
日
の
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
へ

の
ご
参
加
並
び
に
運
営
に
対
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
特
に
、
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
日
は
今
か
ら
空
け
て
お
い
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
） 

   
 
 

 
 
 
 

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
島
根 

計
画 

 

○
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

 
 
 
 

令
和
元
年
十
一
月
二
十
三
日
（
土
）
十
八
時
よ
り 

 
 
 
 

出
雲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル 

ロ
イ
ヤ
ル
パ
レ
ス 

 

○
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 
 
 
 

令
和
元
年
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）
九
時
よ
り 

 
 
 
 

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
の
ホ
ー
ル 

  

正
式
な
ご
案
内
は
、
詳
細
が
決
ま
り
ま

し
て
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
ご
案
内
を
い
た

し
ま
す
。 

 

前年度 シンポジウム高知

のパネラーの皆さん 



全日教連 中央情勢報告 No.4（令和元年6月19日発行）より 

これ以上の悲劇を防ぐ！虐待対応の手引き！ 
〈「学校・教育委員会等向け虐待対応の手引き」〉 

  
 令和元年５月９日、文部科学省は相次ぐ虐待事案を受け、学校・教育委員会等向け虐待対応の手引きを作
成し、公表した。千葉県野田市の事件では、教育委員会が児童の書いたアンケートの写しを父親からの高圧
的な要求に屈して渡してしまったことや、関係諸機関との連携がとれていなかったこと等の課題があったこ
とから、あらためてその対応について、迷いなく対応に臨めるよう具体的な対応方法について取りまとめた
内容である。 

「学校・教育委員会等向け虐待対応の手引き」の概要 ～保護者対応を中心に～  
                                 （全日教連要約・抜粋）  

（ 情報の管理や学校・教育委員会と児童相談所、警察等との連携に関する 
新しいルール 〉 

① 保護者からの情報源に関する開示の求めがあった場合は、情報源を保護者に伝えないようにすると
ともに、児童相談所等と連携しながら対応すること 

② 保護者から、威圧的な要求や暴力の行使等が予測される場合は、速やかに市町村・児童相談所・警
察等の関係機関や弁護士等の専門家と情報共有することとし、関係機関が連携し対応すること 

③ 要保護児童等が休業日を除き、引き続き７日以上欠席した場合には、理由の如何にかかわらず速や
かに市町村または児童相談所に情報提供すること 

〈  保護者からの問い合わせや要求に関しての対応例と法的根拠（下図参照）〉 
 

「通告したの
は学校か」 

「保護されたの
は学校のせいだ」 

「親権は私に
ある。私の教
育だ！」 

「信用できないから 
学校に通わせない」 

「通告元は学校では把握しておりません。」 
通告が結果的に誤りであっても、責任は問われな
い。確証がなくても通告する。（児童虐待防止法第５・６・７条） 

「一次保護は児童相談所の判断です。」 
威圧的・暴力的な場合はすぐに児童相談所や警察
等に連絡する。（児童虐待防止法第８条） 

「親権があっても暴力等は許されません。」 
親権者であることを理由に免責されないので
名誉毀損にはならない。（児童虐待防止法第14条） 

「登校することをみんな待っています。」 
引き続き７日以上欠席した場合は、市町村ま
た児童相談所へ情報提供を行う。（学校教育法第

22・39条、学校教育法施工令第２１・２２条）     

学校と教育委員会・児童相談所・警察・弁護士等が連携して毅然とした対応をとる！ 

野田市の事案に限らず、虐待で尊い命を失う事案は後を絶たず、厚生労働省の調査では、平成28年度の虐待によ
る死亡人数は49人（心中以外）に上ると報告されている。このような現状に対し文部科学省は、平成31年２月「虐
待が疑われるケースに係る学校、教育委員会等における緊急点検」を実施し、虐待の恐れがある児童生徒等の情報
の速やかな共有を図った。また政府も関係閣僚会議において「児童虐待防止対策の抜本的強化について（平成31年
３月19日）」を決定したところである。 
さらに学校現場での対応を明確に示した本手引きは、保護者との関係もあり対応に苦慮する現場の状況におい

て、法的根拠に則った毅然とした対応と関係諸機関との連携の重要性が述べられている。何よりも最優先すべきは
子供の命である。現場において、本手引きにある対応をとることが重要であると考える。 
これまでも全日教連は、虐待防止のための体制整備を喫緊の課題として、本年度の中央要請行動の主要事項とし

て、虐待防止に向けての早急な取組を関係諸機関に対して要望してきていた。 

具体的には、国会議員へは、「児童相談所の機能強化等」「家庭教育支援法の成立」について要望した。また文

部科学省には「スクールロイヤーの配置」「家庭教育支援チームの有効な活用」について要望した。さらに児童虐

待防止の責任省庁である厚生労働省への要望では「『新しい社会的養育ビジョン』の施策推進」等を要望した。虐

待を受けた児童を守る方策等の事後対応に加え、虐待等が起こらないような家庭支援の在り方についての事前の予

防策についても提言を行い、国会議員や各省の担当者からは、しっかりと対応していくとの回答を得た. 

全日教連は、虐待によって命を落とす子供が出ないよう、今後とも学校における現状を踏まえ要望活動を行って

いく。  


